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岡部利良教授記念論文集



献辞

岡部利良教授はきたる 3月末に停年でめでたく御退官なさることになれわ

たしたちの学会は岡部教授をお送りしなければならないことになりました。学

会はその記念として本号を編集して，本学会のためにつくされた教授に本号を

おR皆りします。

岡部教授が本学経済学部に帰られたのは昭和22年でありまして，それからほ

ぼ22年のながい間，経済学部で会計学関係の講義をもたれ，昭和35年からは会

計学講座を担当されました。会計学の講義はふるくからありましたが，会計学

講座担当教授は教授をもって鳴矢とするわけであります。しかも阿部教授は会

計学のなかで独特の学風を開拓されて，わが国の批判会計学の方向をおしすす

めてその指導的地位をしめられ，多くの研究者壱育てられてまいりました。わ

たしたちの学会は，学問を通じて果された御指導に厚く感謝の意を表します。

阿部教授は苦学力行の人であります。私立早稲田工手学校夜間部・私立開成

中学校夜間部をへて高等学校入学資格検定試験に合格して旧制第四高等学校に

入学するという当時としては異例の=一九を通って，本学経済学部に入学され

ました。経済学部御卒業後も，東洋経済新報社・大学院・建国大学.'/ベリヤ

抑留とし、う変化にとんだ苦しい人生行路をあゅんで ζ られました。教授の執助

なまでの一貫性と底抜けの楽天性はわたしたちを驚かすものがありますが，こ

うした強靭性は教授の苦しい生活行路のなかで鍛えあげられた鋼鉄でありまし

た。教授はわたしたちの学部のなかで貴重なものでありました。

わたしたちの学会は，京惜と感謝との念をとめて，岡部教授の御退官壱見送

ります。教授の今後の御健闘壱お祈りするとともに，今後も学会をあたたかく

見守っていただくようお願いします。

昭和44年 l月15日

評議員長 堀江英一


